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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期
連結累計期間

第64期
第３四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
平成24年４月１日から

平成24年12月31日まで

平成25年４月１日から

平成25年12月31日まで

平成24年４月１日から

平成25年３月31日まで

売上高（百万円） 150,746 172,077 202,236

経常利益（百万円） 11,072 16,839 16,326

四半期（当期）純利益（百万円） 6,880 10,007 9,722

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
7,509 16,793 16,622

純資産額（百万円） 126,931 149,086 135,710

総資産額（百万円） 178,877 216,346 196,375

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
142.85 208.47 201.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 66.7 64.5 64.6

　

回次
第63期

第３四半期
連結会計期間

第64期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
平成24年10月１日から

平成24年12月31日まで

平成25年10月１日から

平成25年12月31日まで

１株当たり四半期純利益金額

（円）
51.02 89.50

（注）　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書の提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断し

たものであります。

（1）業績の状況

　当第３四半期連結累計期間におきましては、円安効果、国内の受注増加及び新拠点の販売開始により、売上高は

増加しております。利益面におきましては、円安効果やコスト低減活動を進めてまいりました結果、当第３四半期

連結累計期間の業績は、売上高 １，７２０億円（前年同期比 １４．２％増）、営業利益 １５１億円（前年同期

比 ４０．４％増）、経常利益 １６８億円（前年同期比 ５２．１％増）、四半期純利益 １００億円（前年同期比

４５．４％増）となりました。

　

　報告セグメント別の概況は下記のとおりであります。

［ＭＴ（手動変速装置関連事業）］

　円安効果及び堅調なアジアの受注増加により、売上高は ５０１億円（前年同期比 １３．２％増）となりまし

た。セグメント利益は、売上高の増加により ７３億円（前年同期比 １５．９％増）となりました。

［ＡＴ（自動変速装置関連事業）］

　円安効果、国内自動車メーカーからの受注増加及び新拠点の販売開始により、売上高は １,０３６億円（前年同

期比 １４．５％増）となりました。セグメント利益は、売上高の増加及びコスト低減活動により ８７億円（前年

同期比 ９５．７％増）となりました。

［その他］

　円安効果及び新拠点の販売開始により、売上高は １８２億円（前年同期比 １５．１％増）となりました。セグ

メント利益は、新拠点立上げ費用の発生により ９９百万円（前年同期比 ８６．１％減）となりました。

 

所在地別の概況は下記のとおりであります。

［日本］

　国内自動車メーカーからの受注増加により、売上高は ９７３億円（前年同期比 ３．６％増）となりました。営

業利益は、円安効果及びコスト低減活動により １１３億円（前年同期比 １０１．０％増）となりました。

［米国］

　円安効果及び新拠点の販売開始により、売上高は ３２４億円（前年同期比 ３５．７％増）となりました。営業

利益は、売上高の増加により １２億円（前年同期比 ２．１％増）となりました。

［アジア・オセアニア］

　円安効果、新拠点の販売開始及び堅調な受注増加より、売上高は ３９１億円（前年同期比 ２８．８％増）とな

りました。営業利益は、新拠点立上げ費用の発生及び労務人件費等固定費の増加により２９億円（前年同期比 ２

３．４％減）となりました。

［その他］

　売上高は３１億円（前年同期比 ２７．２％増）となりました。営業利益は、８６百万円（前年同期比 ２８．

５％減）となりました。

　

（2）財政状態

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は ２,１６３億円となり、前連結会計年度末に比べ １９９億円増加いた

しました。主な内容は、有形固定資産の増加 ９３億円、現金及び預金の増加 ４６億円、受取手形及び売掛金の増

加 ３１億円であります。負債は ６７２億円となり、前連結会計年度末に比べ ６５億円増加いたしました。主な

内容は、長期借入金の増加 ４８億円、支払手形及び買掛金の増加 ３５億円、設備未払金の減少 ２６億円であり

ます。純資産は １,４９０億円となり、１３３億円増加いたしました。主な内容は、利益剰余金の増加 ７６億円

（四半期純利益による増加 １００億円、剰余金の処分（配当金）による減少 △２４億円）、為替換算調整勘定の

変動による増加 ４７億円、少数株主持分の増加 ６億円であります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題
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　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

　

（4）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の総額は、3,319百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

（5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金及び設備投資資金は、主として自己資金により充当し、必要に応じて借入による資金

調達を実施することを基本方針としています。

　当第３四半期連結累計期間における設備投資等の資金については、主として自己資金により充当しました。

　今後の資金需要の主なものは、環境性能の高い新製品の開発投資やさらなるグローバル化に対応するための海

外投資等であります。これらの資金需要に対しては、主に自己資金で充当する予定ではありますが、資金の不足

時に備え、直接金融においては格付機関による企業格付の向上を図ること、また、間接金融では金融機関との関

係を強化することにより有利な調達条件の維持に努め、負債と資本のバランスに配慮しつつ、適切で柔軟な資金

調達体制を構築してまいります。

　従い、当社グループは、その健全な財務状態、営業活動によるキャッシュ・フローを生み出す能力、当社グ

ループの成長を維持するために将来必要な運転資金及び設備投資資金を調達することが可能と考えております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 168,000,000

計 168,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

(株)
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成26年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通

株式
48,593,736 48,593,736

東京証券取引所

（市場第一部）
単元株式数 100株

計 48,593,736 48,593,736 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 48,593 － 8,284 － 7,540

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 589,300 859 －

完全議決権株式（その他） 普通株式 47,980,400 479,804 －

単元未満株式 普通株式 24,036 － １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 48,593,736 － －

総株主の議決権 － 480,663 －

（注）１．「完全議決権株式（自己株式等）」の欄には、当社所有の自己株式が 503,400株、日本マスタートラスト信

託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）が所有する当社株式 85,900株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 600株、議決権の数が６個含まれ

ております。

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（数）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エクセディ
大阪府寝屋川市木田

元宮１丁目１番１号
503,400 85,900 589,300 1.21

計 － 503,400 85,900 589,300 1.21

（注）　他人名義で所有している理由等

　株式付与ＥＳＯＰ制度の信託財産として、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（（株式付与ＥＳＯＰ信

託口）東京都港区浜松町２丁目11番３号）が所有しております。
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２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 25,664 30,338

受取手形及び売掛金
※2 39,817 ※2 42,928

商品及び製品 11,012 10,578

仕掛品 4,972 4,776

原材料及び貯蔵品 8,952 10,154

繰延税金資産 3,140 3,216

短期貸付金 518 518

その他 3,745 3,989

貸倒引当金 △102 △104

流動資産合計 97,723 106,395

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 24,522 28,738

機械装置及び運搬具（純額） 33,345 40,565

土地 9,037 9,372

建設仮勘定 17,037 13,667

その他（純額） 4,645 5,639

有形固定資産合計 88,589 97,983

無形固定資産 3,074 3,754

投資その他の資産

投資有価証券 2,949 3,817

長期貸付金 435 230

前払年金費用 － 985

繰延税金資産 1,927 1,550

その他 1,716 1,666

貸倒引当金 △39 △38

投資その他の資産合計 6,988 8,212

固定資産合計 98,652 109,951

資産合計 196,375 216,346
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,471 19,035

短期借入金 5,119 5,237

1年内償還予定の社債 66 8

未払費用 6,893 7,276

未払法人税等 2,684 3,026

製品保証引当金 417 362

その他 8,081 5,319

流動負債合計 38,734 40,265

固定負債

社債 7,000 7,000

長期借入金 7,903 12,793

長期未払金 652 493

繰延税金負債 2,085 2,390

退職給付引当金 3,938 3,920

資産除去債務 27 27

その他 322 369

固定負債合計 21,930 26,994

負債合計 60,664 67,260

純資産の部

株主資本

資本金 8,284 8,284

資本剰余金 7,540 7,543

利益剰余金 116,914 124,521

自己株式 △1,498 △1,477

株主資本合計 131,241 138,871

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 736 1,131

為替換算調整勘定 △5,135 △405

その他の包括利益累計額合計 △4,398 725

少数株主持分 8,868 9,489

純資産合計 135,710 149,086

負債純資産合計 196,375 216,346
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から
平成24年12月31日まで)

当第３四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
平成25年12月31日まで)

売上高 150,746 172,077

売上原価 120,731 135,700

売上総利益 30,014 36,377

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 4,192 4,797

製品保証引当金繰入額 181 64

役員報酬及び給料手当 5,237 5,911

退職給付費用 59 △28

研究開発費 3,082 3,319

その他 6,463 7,151

販売費及び一般管理費合計 19,216 21,216

営業利益 10,797 15,160

営業外収益

受取利息 155 145

受取配当金 35 44

持分法による投資利益 － 124

為替差益 530 1,723

助成金収入 80 94

その他 351 425

営業外収益合計 1,153 2,557

営業外費用

支払利息 337 481

社債利息 27 26

固定資産除売却損 74 188

持分法による投資損失 65 －

その他 373 182

営業外費用合計 878 879

経常利益 11,072 16,839

特別利益 － －

特別損失 － －

税金等調整前四半期純利益 11,072 16,839

法人税、住民税及び事業税 3,581 5,681

法人税等調整額 △124 440

法人税等合計 3,457 6,122

少数株主損益調整前四半期純利益 7,614 10,716

少数株主利益 734 709

四半期純利益 6,880 10,007
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(平成24年４月１日から
平成24年12月31日まで)

当第３四半期連結累計期間
(平成25年４月１日から
平成25年12月31日まで)

少数株主損益調整前四半期純利益 7,614 10,716

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 74 394

為替換算調整勘定 △168 5,675

持分法適用会社に対する持分相当額 △11 6

その他の包括利益合計 △105 6,076

四半期包括利益 7,509 16,793

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 6,712 15,131

少数株主に係る四半期包括利益 797 1,661
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第３四半期連結会計期間において、持分法適用非連結子会社であるエクセディエンジニアリングアジアの重

要性が増したことにより、同社を持分法適用非連結子会社から連結子会社へ変更しております。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに合弁会社として設立したエクセディ北京を連結の範囲に含

めております。

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形割引高 724百万円 973百万円

受取手形裏書譲渡高 11 13

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。な

お、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成25年12月31日）

受取手形 161百万円 135百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年12月31日まで）

減価償却費 8,545百万円 8,841百万円

のれんの償却額 62 4
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）

１．配当に関する事項　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月22日

定時株主総会
普通株式 1,206 25.0 平成24年３月31日 平成24年６月25日 利益剰余金

平成24年10月29日

取締役会
普通株式 1,206 25.0 平成24年９月30日 平成24年11月26日 利益剰余金

（注）１．平成24年６月22日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金２百万円を含んでおります。

２．平成24年10月29日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金２百万円を含んでおります。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

著しい変動がないため、記載しておりません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）

１．配当に関する事項　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月21日

定時株主総会
普通株式 1,202 25.0 平成25年３月31日 平成25年６月24日 利益剰余金

平成25年10月29日

取締役会
普通株式 1,202 25.0 平成25年９月30日 平成25年11月25日 利益剰余金

（注）１．平成25年６月21日定時株主総会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金２百万円を含んでおります。

２．平成25年10月29日取締役会の決議に基づく配当金の総額には、日本マスタートラスト信託銀行株式会

社（株式付与ＥＳＯＰ信託口）に対する配当金２百万円を含んでおります。

　

２．株主資本の金額の著しい変動

著しい変動がないため、記載しておりません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　前第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 44,315 90,538 134,853 15,892 150,746

セグメント間の内部

売上高又は振替高
170 1,453 1,624 5,296 6,921

計 44,485 91,992 136,477 21,189 157,667

セグメント利益 6,329 4,473 10,803 712 11,516

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

　当第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）

　 報告セグメント その他

（百万円）

（注）

合計

（百万円）　
ＭＴ

（百万円）

ＡＴ

（百万円）

計

（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 50,149 103,632 153,782 18,295 172,077

セグメント間の内部

売上高又は振替高
221 1,801 2,022 5,443 7,466

計 50,371 105,434 155,805 23,738 179,543

セグメント利益 7,339 8,754 16,094 99 16,193

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機械用駆動伝導装置事

業、２輪用クラッチ事業、運送業等を含んでおります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

　（差異調整に関する事項）　

利益
前第３四半期連結累計期間

（百万円）
当第３四半期連結累計期間

（百万円）

報告セグメント計 10,803 16,094

「その他」の区分の利益 712 99

セグメント間取引消去 138 127

のれんの償却額 △62 △4

全社費用（注） △804 △1,039

その他 10 △116

四半期連結財務諸表の営業利益 10,797 15,160

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び新製品開発費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

各報告セグメントにおいて、該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エクセディ(E02203)

四半期報告書

15/19



（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（平成24年４月１日から
平成24年12月31日まで）

当第３四半期連結累計期間
（平成25年４月１日から
平成25年12月31日まで）

１株当たり四半期純利益金額 142円85銭 208円47銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 6,880 10,007

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 6,880 10,007

普通株式の期中平均株式数（千株） 48,165 48,002

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

２．普通株式の期中平均株式数は、自己名義所有株式分を控除する他、株式付与ＥＳＯＰ信託口が保有する

自己株式（前第３四半期連結会計期間末日現在 91,600株、当第３四半期連結会計期間末日現在 82,700

株）を控除し算出しております。　

（重要な後発事象）

退職給付制度の一部移行について

　当社及び一部の国内子会社は、平成26年４月１日より従来の退職給付年金制度の一部について、確定拠出年金

制度に移行することを予定しており、平成26年１月28日にエクセディ企業年金基金代議員会において議決に至っ

ております。この改定に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基

準適用指針第1号　平成14年１月31日）を適用する予定であります。

　なお、本改定による損益に与える影響については、現在算定中であります。
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２【その他】

平成25年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。　

（１）中間配当による配当金の総額 　1,202百万円

（２）１株当たりの金額 　25円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日 　平成25年11月25日

（注）平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年２月13日

株式会社エクセディ

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅田　佳成　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 榎本　　浩　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 山口　義敬　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクセ

ディの平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクセディ及び連結子会社の平成25年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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